




要約:身体障害を伴う患児のターミナルの実際および臨死患児の心理的特徴について検討

した結果、上肢罹患例に比し、下肢罹患例では、下肢の身体障害に加え肺転移による心肺

機能の低下により、身の回りのことすら一人では出来ず、ほとんどが車椅子生活になるた

めに、他の小児がん患児よりも尚一層、在宅療養が困難となる特徴が見られた。最近、骨

肉腫股関節離断例のターミナルに際し、初診時よりのきめの細かい疾病教育により、患児

が自らの選択で在宅療養を希望し、有意義なターミナルを向かえられ、疾病教育の重要性

が示唆された。


